













学校 ・ 家農 ・ 地域の協翰に よ る ノレーブ ラ ッ ク づ く り と そ の活用
「 ス マ イ ノレ 2 1 ブ ラ の取 り
福嶋
1 はじめに
次期学習指導褒領 に向 けた議論が進められる やでも 、
のZ重 姿 性が強く芯：殺 され
ている 。 その実現のためのポ イント の一 つに、 f j也i或 の
ノ、 的・物的資源を活用したり、放談 後や土終 日�tr, を活
用した社会教育との迷筏 を図ーっ たりし、
校内；こ招 じ ずに、 その問絡 すところをど 社会と共 有 ・ 逮
筏 しながら実現させる ことjが挙げられている I o つま
り、 f @j 指すところ在 社会と共 有 ・連携 しながられ f 地
域の人的 ・ 物的資源を活用jしていくことが、 今後の
実践的な談 題の ω つとなる と言える c
コド 稿で取り上げる （ 以下 、
小）｛之 、 そうした課題に闘 して先駆 的な取り組 みを行
ってきている。
される よりも前から、 閉さ奇： の言及織 f スマ イノレ 2 1 ブラン
委員 会J（ 以下 、 ？ スマ イ；t, J）を発足 させ、広者Ii の中心
し、 地域と一 体とな
しfこ ことが挙げら;/1, る 。 こ
れは、主t!!域の人的・物的資源さと活用する ことで岡本文
化 の良さや価値さと実感できる し、継 続
的に改喜多 を図っている 点、学校運営’ 協議会を立ち上げ、
長年にわたり池波 と連携 して教育を脅I］り上げてし、る 点
など万百手｛認 さ；れ たことによる ＼
後述 する ように、 ？ スマ イル J＇こ；土 地域住 民 ・
者・教職員 をや心に100 名 以上の関係者ーが復籍 し、 七
つの部会；こ分かれてそれぞれ特 色 ある 取り絡 みを企
画 ・ 運営’ している 。 筆者はそのうち
年度から所総 し、2016年度から
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し 、る 。 際部会で‘ば 、f 子ども 、 大人
の怒、 いをかたちにする j をス ロ ー ガ ンに、 撃 かな学び
0）怠？ を提供し、 実現したし している 。
20 16年度の
かし、 地域住 民 ・ 保護 者・
たい子ども とほ どういうものかというど ジ
ョ ンを共 有 しながら、 その実現に向 けて議論を重ね 、
ノレー ブ リ ッ ク を作成・i舌泊 する という試みを行ってき
た。 こうした取り級 みは、
の実践的課題に示唆さと与 える ものである 。 支 たステ イ
・ 池i戒 が参翻 した基準づ くりと
いう点で、 教育評 鏑 論としても有 意義である G
まず「スマ イJ[/J 
がどういった包 自立 で組織され、 どのような特 長を持っ
ている か、 ？ 学び部会j はどのような位置にある かを揃




述 し、 その成果である f高念 のやさしさ 発表のポ イ
ント J（ 以下 、 f 発表のポ イント J）；こ、どういった尖銭
の実現iこ向 けた示唆1:::導 き上討 す
2 . 高倉小学校の fス マ イ ル 21 プラ ン委員会J
（ 幻 自 的 と その特長
1 7' マ イノレj が立ち上げられたきっかけば 、文 部科
学容 が2002 年度から実務 したf 新 しいタ イブの学校運
営 の 在り方；ニi濁 する 実銭 研究jである c これば 、 2000
俸 の ？ 教育改2事 国 民会議報告； を皮 切 り
の地域参加 が求められ、 コ ミ ュニ テ ィ ・ スク ール への
展裂 が捕 かれる なか行われた実託 研究で、 あった。 そこ
で焦点となったのは、 学校運営 ・ 管 理の在り方とその
改 善きで ある 。 既存 の制度を柔軟 に運用しつつ、 学校 ・
家庭 ・ 地域の連携 を図る こ とで 特色 ある 取り組 みを目
指し、 新 たな地平 安拓こ うとしたもので‘ あった。
こ うした動向をど 受けて、 京都市で も 2002 年度から
開織 の実践研究；こ 取り組 むようになり、 高倉 小はその
研究指定を受けた。 そこ で 「 地域学校協議会j として
立ち上げられたのが f スマ イルj で ある 。 当 証寺の学校
自擦 「刻 はば たく キラキラえがおの高倉 っ子j
から付 けられた名称で ある 。 20例 年に学校運営 協議会
制度が数 かれる よりも二年早 い実織で あった。 その背
)lど には、 高倉ノj、 が明治初期iこ隠T衆 の：（jlj設した香組 小学
校を前身としている こ と、 地域住 民の学校に立守 する 愛
着ー と熱意 がひときわ強く、 学校運’ぷ.＂＇ の参両 ；こ 対して
関心が持たれていたこ とがある と考えられる 。
その後、 2004年度に
；こ 関する 法律 Jの改正 を受けて学校運営 協議会制度が
施 行される と、 f スマ イルj の理事会が学校運営 協議会
となった。 そのもとでニ つの実働総織を発足させ、 取
り級 みを継 続してきている 。
2015 年度からJ士 、 “繋 ぐ · TSUNAGU ・ つなぐ” が
テー マ となっている 。 こ れは学校と家庭 を結びつける
という意味の
“繋 ぐ
” 、 校区内外・ 日本全 国 ・ 世界と結
ぶ としづ意味の “TSUNAGU” 、 過去 と現 在の取り組 み
を継 いで いきながら未 来を展望 する という意味の “ つ
なぐ
” からなる 評語で ある 。 伝 統的な視 点に加 えてグ
ロ ーパ ルな観 点も取り入れ、 長年の惹 積を今後に生か
していこ うとしている 。
こ のように、 f スマ イルJ／士 、 地域の高 い関心と、
祇悶祭 ；こ 代表 される 豊 かな町衆 文化を資源として活 動
してきている。 したがってその特長は、 伝 統文化に根
笈 した地域との連携 による 取り組 みの多彩 さとその蓄
積の豊富 さ、 そして協力体制の持続性にある と言える 会
( 2 ）組織と各部会の概 要
2016年度の「 スマ イルJの檎 成長 は次の通りで ある 。
校尽 を構成する 七 学区の各自治連合会長、 歴 代・ 現PTA
会長、 PTA 本部役員 、 PTA 「 図書室 と歩 む会j より l
名 、 地域諸国 体代表 、 保護 者 ・ 地域住 民ほ か （公募 ）、
京都大学大学院教育 学研究科教育 方法学講座所属 院生
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ス マ イ ル 2 1 ブラ ン幾重量金量塁審議務
殴 1 「ス マ イ JI.,J 組織表3
2 名 、 学識者4名 、 そして高倉 小の教職員で ある G 総
勢 115名 に及ぶ 構成員 の大部分は、 七 部会のいずれか
に所属 し、 取り緩 みを企図 ・ 推進する こ とになる 。
f スマ イルj ；玄関 1 のとおり f 企画委員
「 推進委員 会j 三 つの組織からなっている 。
の委痛 による f 理事会J＇士 、 各学区自治連合会長、 学
f スマ イノレj 委 員 長、 PTA 会長らから構成され
る 。 学校運営 協議会としての制度上の役割を系 たすほ
か、 「食画委員 会j の金額 ・ 立案内容に対する 指導・ 助
言 ・ 承 認、 学校評綴 に関する 検討なども行っている 。
「 企画委員 会」は、 f スマ イノレj 委員 長· PTA 会長 ・
学校代表 者 （ 校長 ・ 教頭 . jlilj教頭 ・ 教務主任 ）と各部
会の部長からなり、 金轡 ・ る 。 「 推進委員 会j
はそのもとで 実誤 ；こ 取り組 み告と捻 進する 。 部会ご とに
活 動し、 また相 互にその内容を検討し 合うこ とで 、 地
域を基盤 とし、 保護 者 ・ 地域住 民の子討 を反映 させ、 子
どもの災態；こ 即した取り総 みを展潤 している。
「 推進委員 会J＇士 、 2016年度現 在、 次の七 部会から
なっている 。 ①一年生と連携 し、 地域住 民と交 流を図
る こ とで コミュ ニ ケ ー ショ ン 能力の育 成に取り組 む
「 コミュ ニケ ー ショ と連携 し、 読み
間 かせや選議 会を通して本の好 きな子どもを脊 てる
f読解部会j。 ③三年生と連携 し、 地域の 「遼 人jによ
る 授業とその発掘 を返 して伝 統滋 業に対する 興味 ・ 総
心を高 め る 「 人・ まち部会J。 ＠ 四年生と連携 し、 京都
市 立綴） I I 高等 学校との潟わりを生かして読解カ・ 表現
力を伸 ば す 「 学び部会Jo 金五年生と連携 し、 地域防災
に視点を置き、 自助 ・ 共助 ・ 公助 について学ぶ機会を
設ける 「防災部会ム 器六年生と連携 し、 体幹 トレー ニ
ングや rs ケ ンjのク ラス対抗 戦を潤催 することで、
二子 どもの体力を言語 める「体力向上部会ん そして、 会児
童 にア ンケー トを行って得
かすほ か、 学校詳綴 に参i到 し、 評儲 ・ 分析と改善 策の
とする f 評飾 部会j であるc ；火項 ではこの
の取り組 みをより詳細 iこえ るこ
( 3 ） 「学び部会J の取 り 組み
ペコ に
いるc
かなさ戸び の現ー を提供すること へと取り組 みの力点が移
動iし ていることが窺 えるc 発込 当初］ば 、 筆者ち 所属 す
との共 陪授業研究を返 し
て、 子 どもの学力の質と、 授業における教師の）J i去 と
を向上させることに主眼 安 置いていた。三主 た、
f コ ミュ ニ ティ ・ ティ ーチ ャ － J や f ス
タ ラc＇ イ ・ ア ドバイザ－J とし て、 授言葉 をより充実した
ものとすべく協力し ていた七
2007 年から
取り組 んでいた。 その中で、 ほっ くわくサイエンス教
として科写 実験に殺 し む携 を提供したり、 地域;jf
ランティ ア の まなび教家； とill!携 し たりして、
子どもの学習意欲の｛市災 に取り組 んでいた勺
2009 年度からはスー パー サイエンスハ イスク ー ル
る 溺J I I
ノj、 中尚 宏 見返 し た学び へと視野 を広げている。 それ に
より、狭 義の学力向上や 家庭 学習の改善きにとどまらず、
ポ スタ ー ・ セ ッ ショ ン；こ関する学習
に位 置づ けている。 堀川 高等 学校との
もと、 課題研究発 表会での交 流や 、 詞 校校長に
よる発 表についてのレ ク チ ャ ー ・ 議 評などを学びに生
かしているc 茨 在ヰ年g （こなる本取り総 みは、 当初か
ら…廷 して、 ポ スタ ー ・ セ ッ ショ ンの仕 方の学習を入
り口 とし、 コ ミュニケ ー ショ ンや ディ スカッ ショ ンの
カを伸 ば してほ しいという どジ ョ ンを共 有 している。
ポ スタ ー ・ セ ッ ショ ンを学ば せるとして、子 どもた
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ちはどのよう な発 表の場においてそれ を実践するのか
が務われ る。 そこで四年生の 「 総合的な学習の持関 j
と連携 している。
ば 、 円こ どもたちが生活 してい
；こ、 子どもの興味 ・ 慢 心や 地域 ・ 学校の特色 を生かし
して、 社会生活や 白
の認、殺 を深め、 小学生なりの生き方を探 求実践する資
質や 能力、 態度を育成するJ 5 ことを箆 擦としているc
四年生では、 ゅ；長？ のや さしさjと題して、障害 のある
人や お年寄 りの生活 と生き方、 自
し るよう になることを自十お し ているc 子’ ど
もたちはそう したテー マ のもと探 究 を行い、 ポ スタ
ー ・ セ ッ ショ ンによって成条を発 表する。 それ に向け
て、 部会でz学 習の潟さと 提供するという わけである3
呉 体的 ；こは、 「 ポ スタ ー ・ セ ッ ショ ンのひみつj
題した授業を災砲 し ているc ポ スタ ー ・ セ ッ ショ ンは
多くの三子 どもたちにとっ
その後、
綴J 1 1 ;1勾等 学校の校長による解説を交 えて、 自分たら の
発1-{ Iこ結びつけるのであるコ この取り組 みにより、 子
どもたちから な 年生にどう や って発 表しょう かと悩
んでし され たc 8 分の発 表iこ
生かしたI, \J 6 といった感想、 がtr せられ ているc
2016年度；之 、それ に加 えてノレー ブ リッ グ
ている。 前年度玄 では、 学んでほ しし
セ ッ ショ し て部会がどのよう
fr っているかが口 頭 での振り返りに終 始していた。 つ
まり、 成果が形として残 っておらず、今後に “ つなぐ”
ためには課題があった。 し かしどのよう な形に残 せば 、
-. .1- -1-
ハ ｝
'-- 'J V  0--. “ つなぐ” ことができるのかc
／レー ブ リッ ク 作成ば 、 この間 い；こ対する一 つの回答 に
なることをど 期待 して念図 され た。
では次；こ、 こう し たルー ブ リッ ク を作成する前提に
なる問題として、 ;r, スタ ー ・ セ ッ ショ ン合評f泌 すると
はどう いう ことか、 検討し てみよう む
3 ,  ポス タ ー ・ セ ッ シ ョ ンの評｛簡をめ ぐる間態
( 1 ） ポス タ ー ・ セ ッ シ ョ ン に よ る発表
f たかくら学習jにおいては、
つほ どのパー ツ ；こ分けてそれ ぞれ をA4用紙 にまとめ、
模 造紙 にタ イル状 に貼 っていくことで、 ポ スタ ー を完
成させるc できあがったポ スター をもとに 子どもたち
はポ スター ・ セ ッ ショ ンを行う ことに なる。
ポ スター ・ セ ッ ショ ンは通 常一人 の発表者のブー ス
に数人 の務、 き手が集って行われ る。 発表者は｛悶 5.JIJに ブ
ー ス を有 しており、 自分の発表時閣 の間はそこに とど
ま ることに なる。 一 方、聴 き手は自由 に 会場を回 って
よく、 聞きたい発表に 足を運ぶことができる。
ポ スター ・ セ ッ ショ ンの大きな特徴として、
が発表内容を話 している途中で質問が投 げかけられ る
という 点が挙げられ る。 発表者がひ ととおり内容を認
し終 えたあとで質疑 応答に 移るのではなく、話 してい
してくるため、 発表者はその都
度話 安 ！とめ 、 応答す ることを要求され る。
聴 き手に とってみれば 、理 解できないま ま の状 態で
発去 を進行され ることに 「待 ったJをかける権利 があ
るという ことである。 それに 対して発表者は、 聴 き手
ことに なるが、逗空き なことは、 割答
に 悶 る士号 合 f 分かりま せんj と言う 権手I］ をも悶Jl寺に 持
っているという ことであるG ニ の点を実感させること
は、 部会授業でも重視され ているQ 1こだ
、
し後述す るよ
う に 、 「 分かりま せんj という 言葉 自体に もレベルがあ
るという ことに気 づくこともま た重要である。
このよう な聴 き手とのやりとりは、 発表者自身のそ
の後の探究に つながってし 、く。 ポ スター ・ セ ッ ショ ン
に おいては、 発表者と聴 き手とでダ イナミッ ク な応答
関係を築 きょ げていくことが求められ るのである。 で
は、 そう したポ スター ・ セ ッ ショ ンを評価す る場合、
どのよう なポ イント；こ弱 意す べきと言言 えるであろ う か。
< 2 )  r総合的な学習の時 間J に お け る 評 価の銭点
f たかくら学習」 のよう な 「 総合的な学習の時 間j
に おける評縞 の観 点としては、例 えば西陣加名恵、 が、
先行事例 をもとに f課題設定力jf 論王型 的思考力j「 資
料収 集力jf 協働す るカJf 自己 評価カjf 教科の基礎
的な知識 ・ スキノレ ・ 理 解Jの六 点を挙げている7c 成条
の発表に 関す る事項 が含まれ ていないのは、
指導要領に おけるf総合的な学 習の時 間j の目標 の記
述一一 「横断 的 ・ 総合的な学習や探究的な学習を通し
て、 自ら課題を見付 け、 自ら学び、 自ら考え、 主体的
に 判断 し、 よりよく既琶 を解決す る資 質や能力を育成
す るとともに 、 学び方やものの考え方を身に付 け、 間
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題の解決や探究活 動に主 体的、 創造的、 協同的に取 り
組 む態度を育て、 自己 の生 き方を考えることができる
よう にす るj こと一ー と何 様である。 成果を発表す る
姿 は、 無 関係ではない部分があるに しても、 必ずしも
探究の質の高 さを示す ものですま ない。 発表のパ フォ ー
マ ンス が巧 みであるからと言って、 深ま りのある探究
が実現できていることに はならないのである。
しかし、 文 科省の想、 定す る 「 探究活 動j に 、 プレゼ
ンテー ショ ンを行う ことが含ま れ ていることも事実で、
あると 文 科容 の笑銭 資料 集に おいて、 「 探究的な学 習j
は、 f 課題の設定jf 情報 の収 集j － 分析j fま と
め ・ 表茨j が基本的なサイク ルとなる学 習活 動とされ
ており、 そのう ち f ま とめ・ 表現jの 「具体的事例 j
としてプレゼンテー ショ ンが挙げられ ているた つま り、
ポ スター ・ セ ッ ショ ンなどは、 探究的な学習の一変fi と
らJも ている。
開係 のことは、 実践現場でも窺 える。 高等 学校 の謀
、 て、 多 くの実践者が、 評｛阪 の観 点として
fブレゼンカj や 「 発表能力jなど 「 ブ
O
レゼンテー シ
ョ ンj に 際す るものを挙げている1 00 このことから、
探究学習に おける評級 を考える捺 、 成果の発表の場面
を視野に 入れ ることはある程度必要なこととも言える
だろ う 。
以上のよう な管 景から、 らは探究的な学習に 関
す る共同研究の中で、 ポ スター ・ セ ッ ショ ンの指導と
評価のためのルー プ リッ ク を試案 として作成していた
（ 表1 ） 。 このルー プ リッ ク を、2016年度のf学び部
の取 り組 みを始 めるに あたって下敷 きとして用い
ることに した。 次節では、そう した2016年度の取 り組
みの展開を報告 し、 それ がどのよう な意義と課題を持
っているかを検討す る。
4 .  201 6 年度 「学び部会j でのルー ブリ ッ ク 作成
( 1 ） 目 的の焦点化と形式 ・ 観点 ・ 記述語の吟味
2016年度のf学び部会Jは、学反 自治連合会長i 名 －
PTA 本部役員 1 名 ・ 堀川 高 等学校校 長・ 地域代表4 名 ・
保護 者2 名 ・ 教職員 5名 ・ 大学 院生 i 名 の計 1 5名 で構
成され た。 活 動は表2 のよう なスケ ジュ ーノレで
CD 第 1 白部会一一ω 目 的の焦点化
ま ず第 l回 釘 の会合は、 推進委員 会全 体での顔 合わ
表 1 高等学校版ポス タ － · セ ッ シ ョ ンのルー ブ リ ッ ク （試薬）
レベル 研究成果の発表 コミュニケーション 研究のプロセス








iちの僚交のオワジナワティが�えるように言語透約｛こ I ·発表苦言と号室ぎ手の熊で3章受の皇室りょげが行われ iみのあるデー舎を毛主3呈するとともに‘ 社会への窓
z繁華霊さをき暴露支している盤 iている＠ IJ警など、 夜叉討委設さを多iiii釣な然E覧会、ち塁悪めてい
る②





・3電罪雲寺警の慈雲蓄を十分に毒霊祭ふ 多喜怒'1'をささめ、 iなザのこだわザのある際いをきを受し、 その終淡の
遂努｛こ,;f;答している穆 iために必霊警なデータtr絞蒸している，
義まきミ予をある喜重盗若草案仏 関かれた発表となっi夜爽対象や猪ままにやや漆ミまりが主主られる帯
ているが‘ 望霊祭への対応芸評十分でない， 卜玉号室記対象iこ鰐らかの際いを�おい 文擦を芸警察
・発表ゃに交際安三塁げるとベースを互選される窃 lするなどして議室査を行い、 データを絞繁い 奪事淡す
・3定的替の犬家安吟j:;l.室長蓄を霊霊童著し、 不完全でも,;f; iるなと鳴い｛こJ;f;t二た探究のサイクルでを野交を行つ
主蓄しようとしている倉 iている ，




（大爽守 ・ 主事終始震を と 箆ilJtJ;ts'z:1富山中言昔話器等学校 と の共同研究において作成｝
せののち行われた 。 部会員 の半数 以上は昨年度から引
き続いての参加 で‘ あった ことから、 ポ スター ・セ ッ シ
ョ ンに 綴 しては 比較 的共通穏 解を鴎 りやすい状 態でス
ター トを切 ることができた。
毎年、年間計額 の検討：士 、 ま ず教職員綴ljからの要望
を起点；こ 行うこととなっている。うこ どもた ちの実態に
郎した 取り組 みを、 それも教育怒 程の枠内で行うので
あるから、全 体的な方向性に おいて教綴員 の予言 が出発
点となる。 そのやで、今年度も継 続してポ スター ・セ
ッ ショ ンに践 する学びの場を提供してほ しいという旨
を受 けて、正 式に継 続実施 が決 定した 。
続いて、家 者が今年度新たに付 け加 える要素として
ルー プリッ ク づくり したc その様 、 教育評価 の
表 2 201 6 年 度f学び部会jの活動 （筆者作成）
5 月 3 1 日 （）（）
! O Jl 25 El （火）
I 1 月 1 6 El （水）
12 月 5 El (:k) 
I Jl 2 1 隠 （土｝
2 月 20 隠 （月 ）
2 月 2 1 El （火）
3 Jl I 隠 （水）
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専 門用語 として、 ルー プリッ ク とは何 か、 作ることに
どういう意義があるのか、 どういった宅手 続きで作成し
ていくのかをま ず概説する必要さ があった 。 特；こ ルー プ
リッ ク は 成緩 評価 のた め の評儲 基準 表に 過ぎ ないのだ
といった 限 定的な理解に 陥 らないよう、 学びの見取り
殴 としての性質 を強調した 。 その際 、 イ メ ー ジ を抱 い
てもらう らが作成した ルー プリッ ク
（表1 ） を配 布した。 そのうえで、今年度／レー ブ リッ
ク づくりに 取り籾 む意義として、① 「こうなってほ し
し リ 「こん な学びを自指してほ ししリ という大人 の想い
を家庭 ・地域レベルで反i決 させるという取り緩 み自体
が麗 期的であるという点、© そうしてつくられた もの
をもとに号こ どもが自身の学びの見取り図を描 くことが
できるように なるという点を指摘 したc
メ ンバー に概ね好 意的に 受 け止 め られ
たc 教職員 の側 からも、例年、 子どもた ちが発表の練
習をする中で行う自己 評叙 ・相 互評価 の基準 が媛球 に
なりがちで、 なかなか自分に 返ってくるような練 習に
は なっていないという課題が挙げられた ことで、今回
のルー プジ ッ ク づくりの有用性が 合意された。
表 3 ポス タ ー ・ セ ッ シ ョ ンの fめあて j （ 叩 き台）
受表の脊と 笈罰；こ対する 壌の雰臣室気ス ピー ド 応答
は き は き と 明 る 質 問 ；こ 笑 顔 で幸子 干しf義乏 し く 、 よし 、
く 楽 し く 、 早口 え る こ と が で き 雲主題気で発表 し 、
に な ら ずに発表 た。 ま た は 「わか 友達 と のや り と
で き た。 り ませんj と はっ り も 五三後 ま で し
き り i言えた。 っ か 9 で き たc
i裁 き やす さ に気 宝言 問 iこ 答 え る こ 若手 関 気 を 舌し す こ
を つ け なが ら 発 と がで き た。 ま た と な く 最後 ま で
表でき た。 は 「 わ か り ま せ や り と り が で き
んJ と 言えた。 Tニ。





て間 こ え に く そ う ら れ て い や な 綴 と つ い ふ
ム に していた。 を した。 考 え込ん し ま っ た。
で しま った り 、 ま
ごついた り した珍
(llf’会での議論を も と に 、 表 2 を小学校m ，こ幾き換えて作成）
そのうえで、 主に保 護 者の彼i から課題 と改善 点が指
摘 された。第一 に 、 ノレー ブ リッ ク はあくま で f 心得」
や 「怠 襟 」 として の｛支援 づけに とどめるべきである。
第 二 に 、 ノレー ブ リッ ク が敬 り緩 みのあとに改善 される
と言 って も、 その改善 が今年度の子どもたちに 生きな
ければ 意味がない（現実に 四年生の子どもを持つ殺 と
して 、 そこ は外せない） 。 第 三に 、 災際 に どう使 うのか。
最後の発表会 だけでなく、 事前練 習でも使 えば、 その
官官 後での子どもの｛申 びが見て とれるのではないか。 予
うした：意 見から、 取 り組 みの自的が焦点イと された。
② 第 2 呂 ～ 第 4 田部会一一銭点と記述語の検討
例年、 発表会 と部会 授業が冬 に 行われるこ ともあり、
続く部会 は夏休 み以降に 行われる。 第 2 田 部会 以降は、
部会 授業；こ関する打 ち合わせを行うとともに 、 ルー ブ
リッ ク それ自体の検討に 移った。 叩 き台 として 、 第 1
屈 で配布したルー プ
、
リッ ク を芸書 き換 え、 小学校向けの
f めあて j としたもの（表 引 を煎 いた。 地域代表 ・
保護 者を中 心に 提起された主な論点は次の通りである。
第一 ；こ、 どのようなタイト ルを付 けるのがよいか。
子どもたちに 自的と意思 が伝わるように するために は
どのような表題 が適切 か。
尺 度をどのような形で示すか。 当 初筆者は
数字 で表 すこ とが評定を思、わせるこ とを危燥 して 記号
で表 して いたが、 むしろ数字 を用いたほ うがfレベル
アッ プ」 して いる実感がわくのではないか。
第 三に 、 相 手に伝 えるために 工 夫して いるかどうか
も大事な観 点ではないか。工 夫とは例 えば、 指差 し を
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したり、 聴 き手のほ うを向いて話 したり、 言 い換 えた
りするこ とである。 こ れは、 シミュ レー ショ ンに よっ
て 部会 授業の準備 を行う中 で提起された点である。
第 四lこ、 自分の意見を言 えるというこ とはもっと重
要祝 されて もよいのではないか。言廃 べて いない質簡 に
対して その待点で
の意見を返せたり、 f青 報 をもとに 考え抜 いた結果 f分
かりま せんj と言 えたりするのl土、 ただ f 分かりま せ
んj と言 って済 ま せるよりも質が高 いのではないか。
第五に、 主に 下 位の尺 度の記述語に おいて 、 否 定形
を用いないほ うが自己 評価に は適 して いるのではない
か。 心理的に も、 「～ できない」よりは「（少 なくとも）
～ はできて いるj iこ すべきである。
他に も、 細 かな文言 の選 定や修正に 関する議論も活
発に 行われ、 f めあて j はこ疫にわたって 改訂 された。
それらをもとに 、 教職員 メ ンバー に より子どもが使 い
やすいよう改 良が加 えられ、 自己 評価ツ ー ルとして の
「発表 のポ イン ト j が完 成した（表 4 ） 。 次に、 「 発表
のポ イン ト Jがどのように用いられ、 どのような成果
が得られたかをま とめる。
c 2 )  r発表のポイ ン ト j とその活用
「発表 のポ イン ト j はこつ の部分から構成される。
左側 は自己 評価のポ イン ト となる基準を示すものであ
るが、 ルー プ
、
リッ ク として よく免 られるような数 行×
数列 のマ ト リッ ク ス 形式ではない。 マ ト リッ ク ス 形式
に ま とめると整然 とする一 方、 文字 がノj、 さくなりがち
であるほ か、 表 の読み取 りに苦 手意識を持つよ子 どもに
は活用しに くくなる。 そうした配慮 のもと、 観 点ご と
に 三つ のレベルを示すという形式が採用されて いる。
右fJlljは自己 評価織 である。 発表会 本番 に 向けた事前
練 習に おいて 記入 する。 事前練 習は数回 行われ、 一回
ご とに 「めあてj を設定しながら、 自己 評価（ふ り返
り） を行う。 f めあて j は、 例 えば 「③わかりやすさJ
観 点の弓 相 手がわかる言葉 を使 って話 したり答 えた
りして いるj を目標 に 選 ぶ場合、 r@- 2 Jというよう
に 記入 するこ ととなって いる。発表 が済ん だら、 f 次の
めあて 」に 記入 し、 fふ り返りj織 に 自由 記述形式で、 コ
メ ン ト を記載 する。
こ のように 「発表 のポ イン ト j を事前練 習に おいて
活用したのち、 発表会 本番に挑 むこ とに なる。 事前線
表 4 f高倉のや さ し さ 発表のポイ ン ト J
言語会の や さ し さ
｛事霊祭のポイ ン ト ｝
｛部会での綴言語を も と に 、 殴年生担任 （谷tH号介李主総 ・ 片おi佑会委主総 . ＇をJI I武喜多数言語 ・ ：？ci-昭一郎教務） ；こ よ ワ 作成）
習 を参観 した捺 、子 どもたちが 「ふ り返りj 織 に記入
する様子 をえ てみると、 「 今日はオー ル2 だったので、
次 は特に発表の速さに注 意したいですJといったコ メ
ント が多く見られた。 つ求 り、 「 発表のポ イント J1 こ 示
された尺 度と基準 をもとに、 的を絞った3主 体的な絞 り
返りを行えているということである。 このことは、f 発
表のポ インれ が、第 l岳 部会 にお いて示された課題、
すなわち例年の子 どもにえ られる自己 評筋 の媛味 さを
解決する糸 口 になることを示している。 その一 方で、
コ メント のパ ター ンが協定 的になりはしないか、 実り
あるリフレ ク シ ョ ンにつ なげられているかどうかは僚
議 に見るべき課題である。
また、 実際 に活用してみた結果、 記述諮レベルで、 も
検討すべき りとなってきた。 剖 えば 、
し::/r Jにお ける記述認 にお いては、 「裕宇治2間 き
取りやすい大きさ・ 速さの声j 「 相 手に関 こえるブて きさ
の戸j のように、 発表の声 の大きさに言 及する記述語
が見られる。 その際 、 事前練 習は教室内で、 発表本番
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は広い体育館 で行われるという発表潔壌 の浅 いにも自
を向ける必要があった。
民 様のことはf告 発表のたい度j ； こ も見られた。 発
表や貿疑 応答 の仁l議 、姿勢 の丁寧 さにつ いても、率直在
中で感
じられた。 すなわち、 事前練 習の教室 は寂 々 を過ご す
関II れ切 った場所であり、 i溶 き手もク ラスの友達 のみで
あるが、 発表本番 はそれ以外の際、 き手 （他のク ラス 、
て
とし、う点でどうし
ゅ3 生じ てしまう。 以上のように、 事前練 習と
発表本番 との環境 の差 異をどのようにフォ ロ ー してい
くかも、 今後検討すべき課題である。
5 . おわ り に
本稿で｛士 、 の活 動をや心；こ 「 スマ イルj
の取り組 みさと検討してきた。 f 学び部会j のスロ ー ガ ン
；こ 含まれたf大人 の想いをかたちにするj というキー
ワ ー ドは、 次 期学習指導司 婆領 の主総 であるf社会 に務
かれた教育 課程Jの実現に とって根幹 をなすものであ
る。 教育 課程を過 し て学校 と社会 とが毘 襟 を共 有 し て
いくために は、 「 ス マ イノレj に 見 ら れるように 、 家庭 ・
地域の積極 的な参加 に よるビジ ョ ンの共 有 と活 発な議
論 ・ 協働がZ重 要な役割を果 たすものと考え ら れる。
ま た、 目襟 を共 有 するために は、 目指し たい子ども
の姿 の具体像 をめぐ って家庭 ・ 地域と対話 を重ね てい
くこ とが有効 であ る。 それに より、 学校 教育 ・ 家庭 教
育 をはじめとする諸 教育 作用の一貫 性が生ま れ、 一 体
となって改善 を図っていくこ とが可 能となる。 そのた
めに は、 ルー ブ リッ ク づくりを通し た明文 化と、 そう
し て作ら れたノレー ブ リッ ク の活用が有効 な手立ての一
つに なると言言 え るだろ う。 本稿で検討し た 「 発表のポ
イン れ は、 「学び 部会j のどジ ョ ンを具体 化し たもの
であ り、 さら に § c 評価ツー ルとし てヲこ どもたちの学
習に 生かすこ とも可 能となったルー プ
、
リッ ク のひとつ
の可 能性を示すものであ ると言え よう。
今 後の課題とし てはニ 点挙げら れる。 第一 に 、 今回
のノレー ブ ジ ッ ク は総合学 習に おける成果 の発表という
一場面 に絞って作ら れたもので、あ るため、 成果 そのも
のの震に ついては本格的な議論を行うこ とができなか
った。 こ の点に 関し ては、 既 に第 5 田 部会 に おいて、
201 7 年度の展望 とし てポ ス タ ー の質に も自 を向けて
いくこ とが提案 されている。 ただし、 事前練 習の日 程
を本番 に 近づければ、 それだけポス タ ー の改善 を留 っ
ていくこ とは難 し くなる。 そうし た中で子どもたちの
探究の質を高 めていくために はどのように すれば よい
のか、 来年度議論を震ね ていきたい。
f発表のポ イン ト J自体 も継続 的な対話 を
通し て作り変え ていく必婆があ るというこ とであ る。
ノレー ブ リッ ク は、 子どもの姿 をもとに繰 り直し 、 それ
自体 の改善 を囲 っていくこ と （モ デレー シ ョ ン ） を前
提とし ている。 その過程を通し て、 子どもだけでなく
大人 も、 自身の鑑 識娘 を鍛え ていくのであ る。 「 ス マ イ
ノレj に 特徴的であ るように 、 持続 的な協力体 制のもと、
学校 ・ 家庭 ・ 地域の協働を通し て、 取り総 みとその成
果 に 関し て対話 を重ね、 絶えず アッ プグレー ドし てい
くという営 みは、 「社会に 関かれた教育 課程j に 求めら
れる実 践の一 つの姿 と言 え るであ ろ う。
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i 中央 教育審 議会 「幼稚潤、 小学校、 中学校、 高等学
校 及び 特別 支援学校 の学 習指導要喜領等 の改善 及び 必要
な方 策等に ついて （答申 ）J 2016年、 pp. 19-20。
2 1等 報財 団f受賞者 活 動報告 京都市 立高倉小学校 ：
地域と共に誇 りあ る日 本文 化を学 ぶ教育 課程の編成j
[ htゆ：／／www. h氷山fo叩 dati on. or. jp/prize/ tabi d/93/p di d/4 7
0200002/Defa ult. aspx] (201 7年3月 29 日 最終 確認）。 ま た、
受賞に 関する記事とし て次のような文献 が挙げら れる。
成田信 子 rREPORT 博 報 賞受賞校訪 問： 地域と共に未
来 を担 う子どもを育 てるJ『授 業力＆学 級経営 カ』第84
号 、 明治図書、 201 7年、 pp. 1 28-131 ； 永須徹 也 「2016
年博 報 賞教育実 践レポー ト ⑤ 地域の教育 資源を開拓、
活用し て地域とともに 民 本文 化を学 ぶ ・ 京都府京都市
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